平成30年度岩手県林業技術センター試験研究評価実施結果
１　目的

　(1)　試験研究の効果的・効率的な推進を図るため試験研究評価を実施する。 
試験研究課題の選定から試験研究終了後の成果の普及に至るプロセスに関し、適切な評価を実施することにより、効果的・効率的な試験研究の推進を図る。
　(2)　 評価等の客観性・透明性を確保するため、県の組織に属さない外部有識者等を評価委員とする外部評価を実施する。
２　外部評価委員会の開催日時等
　(1)　日時　平成30年9月28日（金）13：30～16：30

　(2)　場所　岩手県林業技術センター　大講義室
３　評価委員　
岩手県林業技術センター所長が選任、委嘱する。（任期：平成29～31年度）

	所　　　属　　　等
	氏　　名

	岩手県立大学総合政策学部教授
	渋谷　晃太郎

	国立研究開発法人森林研究・整備機構　森林総合研究所　東北支所長
	梶本　卓也

	国立研究開発法人森林研究・整備機構　森林総合研究所　林木育種センター　東北育種場長
	田中　直哉

	奥州地方森林組合代表理事組合長
	小原　剛一郎

	岩手県木材青壮年協議会会長
	上田　康広

	岩手建築士会
	上田　吹黄


４　研究課題に対する総括評価結果

	課　　題　　名
	総括評価
（※）
	総括評価に関する主なコメント

	カラマツ優良種苗の安定生産に向けた技術体系化
	終了
	Ａ：０
Ｂ：５
Ｃ：１
	・もう少し研究を続け成果を上げる必要がある。

・さらなる知見の集積が必要

・成果をもとに着花促進技術の向上を図ること

	コンテナ苗等を活用した育林初期経費の低減技術の開発
	終了
	Ａ：２
Ｂ：４
Ｃ：０
	・外部プロジェクトと十分連連携しながら進めている。
・カラマツ造林の需要は多く、実用性が高い。
・今後は、普及・指導に力を注ぐこと

	アカマツの用途拡大のための活用技術の開発
	終了
	Ａ：５
Ｂ：１
Ｃ：０
	・アカマツＣＬＴ製品化に貢献する成果が得られた。
・アカマツＣＬＴは本県林業振興に貢献する。
・アカマツＣＬＴ実用化の取組が必要

	天然更新を活用した針葉樹伐採跡地における森林更新技術の開発
	新規
	Ａ：２

Ｂ：３

Ｃ：１
	・アカマツ生産は、林業振興に貢献する可能性が大きく、優先的に取り組んで欲しい。

・再造林は森林再生の切実な課題である。

	大径針葉樹の利用拡大を目指した板・挽き割の効果的な生産技術の開発
	新規
	Ａ：３
Ｂ：３
Ｃ：０
	・大径材の需要拡大は重要な課題である。
・大径材利用拡大の技術開発は急務
・成果と技術普及を期待する。

	効果的なウルシ実生苗の安定生産技術の開発
	新規
	Ａ：４
Ｂ：２
Ｃ：０
	・ウルシ研究は、岩手県として重要な課題である。

・ウルシは本県の特産品であり、林業振興に貢献する。

・迅速な対応が必要である。

	アミガサタケ菌糸培養技術の開発
	新規
	Ａ：４
Ｂ：２
Ｃ：０
	・早期に成果を上げるよう、工夫すること
・未知の取組で課題が多い。
・岩手の新たな特産品となることを期待する。


※　総括評価　【終了課題】Ａ：目的を達成　　　　　　　【新規課題】Ａ：優先的に実施

Ｂ：目的をほぼ達成　　　　　　　　　　　Ｂ：早期に実施
　　　Ｃ：目的を未達成　　　　　　　　　　　　Ｃ：計画見直し等
